
平成24年度に係る随時監査(工事)の結果に対する措置状況

第１ 監査の結果の報告

平成24年度に係る随時監査（工事）の結果については、平成25年2月8日に議会、知事及び関

係のある委員会に報告（平成25年2月8日付け北海道公報第2453号で公表）した。

第２ 監査の結果に基づき講じた措置

監 査 報 告 の 内 容 講 じ た 措 置

１ 合規性の視点から是正又は改善を求めたもの

（１）設計

《指摘事項》

河川改修工事において、築堤工及び町道の橋 工事の設計に当たっては、現地の状況に応

梁架換工の設計に当たり、町道への取付道路を じて設計基準に基づいた設計に努めます。

撤去したことにより、町道の路外が危険な状態 なお、当該取付道路撤去後の開口部につい

となる区間には、防護柵を設置しなければなら ては、町道管理者と再度協議を行い設計変更

ないが、これを設置することとしていなかった で防護柵を増工し、設置しました。

ため改善が必要であった。

（胆振総合振興局）

《指導事項》

道路改良工事において、複数年にわたる段階 工事の設計に当たっては、現地の状況や複

的な切土の施工に当たり、切土法面の中段の側 数年にわたる段階的な施工状況を的確に把握

溝に集水した排水は、地山の洗掘が起こらない するよう関係職員を指導し、適切な設計に努

よう適切に流末へ導かなければならないが、次 めます。

年度以降に完成させるものとして、法面中段の なお、当該箇所については、新たに仮設パ

側溝の末端から先について、適切な流末処理を イプ等を設置し、適切な排水処理が行えるよ

行っていないものがあった。 う設計変更により是正しました。

《指導事項》

農道改良工事において、車道のかさ上げの設 工事の設計に当たっては、設計条件を十分

計に当たり、既設の下層路盤に路盤材を補足す 確認するよう関係職員を指導し、適切な設計

る場合は、コンクリート再生骨材使用に関する に努めます。

積算等の取扱いに基づき、補足路盤の材料を既

設路盤と合わせて天然骨材とすることとされて

いるが、コンクリート再生骨材を使用しており、

コンクリート再生骨材の使用方法が適切でない

ものがあった。

（２）積算

《指導事項》

コンクリート橋梁補修工事において、吊り足 工事の積算に当たっては、歩掛の適用及び

場工の積算に当たり、チェーン吊り金具の材料 施工条件に十分留意した積算となるよう関係



費及び取付費を計上しなければならないが、こ 職員を指導し、適切な積算に努めます。

れらを計上しなかったため、設計金額が過少と

なっているものがあった。

《指導事項》

コンクリート橋梁補修工事において、吊り足 工事の積算に当たっては、歩掛の適用及び

場工の積算に当たり、チェーン吊り金具の材料 施工条件に十分留意した積算となるよう関係

費及び取付費を計上しなければならないが、取 職員を指導し、適切な積算に努めます。

付費を計上しなかったため、設計金額が過少と

なっているものがあった。

《指導事項》

草地整備工事において、起伏修正工の積算に 工事の積算に当たっては、会議等において、

当たり、面積が大規模な草地の場合には、小規 歩掛及び積算基準の適用を十分確認して積算

模な区域に分割し各地形条件等に応じた歩掛り するよう周知を図りました。今後、より一層

を適用しなければならないが、これを行わず全 関係職員を指導し、適切な積算に努めます。

区域を一括して積算したため、設計金額が過大

となっていたほか、土壌改良資材については、

各区域における土壌調査分析の結果に応じた配

合量を各区域に適用しなければならないが、特

定区域の調査結果から算定した配合量を全区域

に適用したため、設計金額が過少となっている

ものがあった。

《指導事項》

法面保護工事において、仮設の大型土のうの 工事の積算に当たっては、施工内容・積算

積算に当たり、中詰土を工事区域外から搬入す 基準を十分確認するよう関係職員を指導し、

る場合には、大型土のうの単価に中詰土の材料 適切な積算に努めます。

費及び運搬費を加算しなければならないが、こ なお、中詰土の材料費及び運搬費について

れを行わなかったため、設計金額が過少となっ は、設計変更により是正しました。

ているものがあった。

《指導事項》

河川改修工事において、コンクリートブロッ 工事の積算に当たっては、「技術職員研修

クを破砕して袋型根固めに使用する中詰材の積 会」を開催し、より一層の積算能力の向上に

算に当たり、コンクリート体積当たりの単価に 取り組むとともに、設計条件を十分に確認す

中詰材のコンクリート体積を乗じなければなら るよう関係職員を指導し、適切な積算に努め

ないが、袋の容積量を乗じたため、設計金額が ます。

過大となっているものがあった。 なお、積算の誤りについては、設計変更に

より是正しました。

《指導事項》

道路防災工事において、仮設防護柵の鋼材運 工事の積算に当たっては、現場条件を十分

搬費の積算に当たり、陸路の運搬費は往復分を 考慮し、設計書審査時には積算条件の確認を

計上しなければならないが、２往復分を計上し 徹底するよう関係職員に周知し、適切な積算

たため、設計金額が過大となっているものがあ に努めます。

った。 なお、積算の誤りについては、設計変更に

より是正をしました。



《指導事項》

漁港整備工事において、コンクリート舗装の 工事の積算に当たっては、施工単価単位を

型枠工の積算に当たり、面積当たりの施工単価 十分考慮し、設計書審査時には積算条件等の

に型枠の面積を乗じなければならないが、型枠 確認を徹底するよう関係職員に周知し、適切

の延長を乗じたため、設計金額が過大となって な積算に努めます。

いるものがあった。 なお、積算の誤りについては、設計変更に

より是正しました。

《指導事項》

河川の矢板護岸工事において、矢板打込み費 工事の積算に当たっては、施工内容を十分

の積算に当たり、圧入打込み機を設置して撤去 確認するよう関係職員を指導し、適切な積算

する施工単価に施工回数を乗じなければならな に努めます。

いが、設置と撤去それぞれを合計した回数を乗 なお、積算の誤りについては、設計変更に

じたため、設計金額が過大となっているものが より是正しました。

あった。

《指導事項》

海岸護岸工事において、海岸土工の積算に当 工事の積算に当たっては、施工内容を十分

たり、流用盛土等の数量を誤り、必要な残土処 確認するよう関係職員を指導し、適切な積算

理費を積算しなかったり、護岸背面の埋戻しの に努めます。

施工幅員を誤って積算したため、設計金額が過 なお、海岸土工の数量については、設計変

少となっているものがあった。 更により是正しました。

《指導事項》

道営住宅改修工事において、外部足場の積算 工事の積算に当たっては、施工方法や施工

に当たり、外部足場の面積は水平長さに外壁上 内容を十分確認・精査するよう関係職員へ周

部高さを乗じて算定することとされており、屋 知徹底し、適切な事務処理に努めます。

根が傾斜している住宅はそれぞれの高さを乗じ

なければならないが、高い側の高さを水平長さ

に乗じたため、設計金額が過大となっているも

のがあった。

《指導事項》

自転車道工事において、鉄骨防護施設の積算 工事の積算に当たっては、積算内容を十分

に当たり、仮設電力費や仮設給水施設費は共通 確認するよう関係職員を指導し、適切な積算

仮設費率に含まれているがこれを積み上げ加算 に努めます。

したため、設計金額が過大となっているものが なお、積算の誤りについては、設計変更に

あった。 より是正しました。

《指導事項》

農地整備の排水路工事において、工事用道路 工事の積算に当たっては、施工条件に十分

としての敷鉄板の積算に当たり、現場内で再使 留意した積算となるよう関係職員を指導し、

用する場合は設置撤去費を計上することとされ 適切な積算に努めます。

ているが、これを計上しなかったため、設計金

額が過少となっているものがあった。

《指導事項》

地すべり対策工事において、護岸の積算に当 工事の積算に当たっては、施工内容や設計

たり、過年度の工事で発生した護岸ブロックを 条件を十分確認するよう関係職員を指導し、



保管し再使用する場合には、護岸ブロックを支 適切な積算に努めます。

給材として取り扱い、支給材の材料費相当額を

間接工事費の対象として積算しなければならな

いが、これを行っていないため、設計金額が過

少となっているものがあった。

《指導事項》

道路の橋梁桟橋工事において、工事用仮設足 工事の積算に関わる仮設材損料の算定に当

場の積算に当たり、施工は片側端部から一定の たっては、積算基準の内容を十分確認するよ

区間毎に順次行うことから、足場材の賃料を区 う関係職員を指導し、適切な積算に努めます。

間毎の供用日数で積算しなければならないが、 なお、積算の誤りについては、設計変更に

全区間の施工に要する日数で積算したため、設 より是正しました。

計金額が過大となっているものがあった。

《指導事項》

治山工事において、捨土等の現場内運搬費の 工事の積算に当たっては、施工内容を十分

積算に当たり、不整地運搬車による運搬費等を 確認するよう関係職員を指導し、適切な積算

計上しているが、仮設道路に敷鉄板を計上して に努めます。

いるため、ダンプトラック等による運搬が可能 なお、積算の誤りについては、設計変更に

であることから、設計金額が過大となっている より是正しました。

ものがあった。

《指導事項》

校舎等整備工事において、設計単価を見積も 工事の積算において、設計単価を見積もり

りにより策定するに当たり、見積もりを徴し見 により策定するに当たっては、関係する要領

積もり最低価格に査定率を乗じて単価を策定す 等に基づき策定するよう関係職員を指導しま

る場合、査定率については、類似品価格等の見 した。

積もりを徴し算定しなければならないが、見積

もり依頼先からの聴き取りによる率を乗じて決

定しているものがあった。

（３）施工

《指摘事項》

治山工事において、斜面の切土の施工に当た 工事の施工に当たっては、設計図書に基づ

り、新設する仮設道路には、特記仕様書に基づ いた施工となるよう関係職員並びに受注者を

いて、斜面上の土砂が崩落しないように大型土 指導し、適切な施工に努めます。

のうを設置しなければならないが、これを設置 なお、直ちに、仮設道路へ大型土のうを設

していなかったため、改善が必要であった。 置しました。

（根室振興局）

《指導事項》

農道工事において、道路勾配等の設計変更に 農道工事の道路勾配等の設計変更に当たっ

当たり、軽微な設計変更に伴う増減見込額の累 ては、会議等において、設計変更に伴う増減

計が基準金額以上となる場合は、請負代金額を 見込額を十分確認して契約変更するよう関係

変更する契約変更を行わなければならないが、 職員を指導し、適切な事務処理に努めます。

増減見込額を相殺し累計が基準金額未満である

ものとして、これを行っていないものがあった。



《指導事項》

道路工事及び農業排水路工事において、コン 工事の契約に当たっては、工事材料の支給

クリート製ブロック等の支給に当たり、受注者 の有無について設計図書等の内容を再確認の

に工事材料を支給する場合は、契約書の条項に 上、必要な条項を定めて契約するよう関係職

支給材料の種類、引渡し等に係る取決めを定め、員を指導し、適切な事務処理に努めます。

受注者と契約しなければならないが、この条項 なお、必要な条項の追加については、変更

を定めることなく契約しているものが３件あっ 契約等により是正しました。

た。

《指導事項》

砂防工事において、渓流護岸工の施工に当た 工事の施工に当たっては、特記仕様書の内

り、標準断面図に示した法長で2.36ｍの環境保 容を精査するとともに、特記仕様書と現場状

全型ブロックが、施工者の使用した製品の形状 況の整合性を十分確認するよう関係職員を指

により、2.15ｍのブロックと0.21ｍの現場打ち 導し、適切な関係書類の作成及び事務処理に

コンクリートの出来形となる場合には、出来形 努めます。

にあわせた設計変更を行わなければならない

が、これを行っていないものがあった。

《指導事項》

海岸工事において、突堤工の施工に当たり、 工事の防寒養生等に当たっては、設計図書

海岸地盤が想定より低いことが判明し、海岸ブ 等作成要領等を十分確認するよう関係職員へ

ロックの製作個数を追加したが、追加したブロ 周知徹底し、適切な事務処理に努めます。

ックの製作工程が寒冷期に入り新たに防寒養生 なお、追加ブロック製作工程の防寒養生等

等が必要となるため、施工条件の変更に伴う設 については、設計図書を変更し、施工条件の

計変更を行わなければならないところ、これを 変更に伴う設計変更により是正しました。

行わず概数として取り扱っているものがあっ

た。

《指導事項》

学校校舎の改修工事において、国旗掲揚塔の 現場条件の変更に伴う設計変更の積算に当

積算に当たり、冬期工事に必要な防寒養生費を たっては、施工方法や施工内容について十分

計上していたが、現場条件が変更となり冬期前 確認・精査の上、速やかに設計変更をするよ

の施工が可能となったことから、防寒養生費を う関係職員を指導し、適切な積算に努めます。

控除する設計変更を行わなければならないが、 なお、積算の誤りについては、他の内容に

これを行っていないものがあった。 併せて設計変更により是正しました。

《指導事項》

雪崩防止柵設置工事において、基礎岩盤の掘 騒音規制区域における岩盤掘削等の作業に

削作業に当たり、騒音規制区域内でさく岩機を 当たっては、関係法令等に基づく必要な届出

使用する場合は、受注者は当該作業の実施につ を行うよう受注者を指導するとともに、監督

いて法令等に基づく届出を行わなければならな 員研修において、受注者への指導及び着手前

いが、これを行っていないものがあった。 確認を行うよう関係職員へ周知指導し、適切

な事務処理に努めます。

なお、当該届出については、受注者が速や

かに届出を済ませました。

《指導事項》

漁港浚渫工事において、道の管理する漁港区 工事の施工に係る協議手続等に当たって

域等内で施工者に浚渫土の水切を行わせる場合 は、関係法令等を遵守して、適正に履行し施



には、あらかじめ管理者に協議を行わなければ 行するよう関係職員を指導し、適切な事務処

ならないが、これを行っていないものがあった。理に努めます。

なお、当該工事については、「水産基盤整

備事業等のため漁港施設等を使用する場合の

取り扱い」に基づき、必要な協議を直ちに行

い、工事を実施しました。

《指導事項》

海岸浸食対策工事において、消波ブロックを 工事の中間検査に当たっては、中間検査実

製作後、海岸に据付ける工程に当たり、施工部 施基準の運用を十分確認して適切な中間検査

分が水中に没することにより、完成検査時に行 を実施するよう関係職員を指導し、適切な事

う出来形、品質の確認が著しく困難となるため、務処理に努めます。

ブロック据付け前に中間検査を実施しなければ

ならないが、これを行っていないものがあった。

《指導事項》

漁港海岸工事等において、コンクリートブロ 工事の中間検査に当たっては、中間検査実

ックを製作後、海岸に据付ける工程に当たり、 施基準の運用を十分確認するよう書面により

施工部分が水中に没することにより、完成検査 関係職員へ周知徹底し、適切な事務処理に努

時に行う出来形、品質の確認が著しく困難とな めます。

るため、中間検査の実施について特記仕様書で なお、当該工事のコンクリートブロックは

指定しなければならないが、これを行っていな 未据付けのため、平成25年1月に中間検査を

いものがあった。 実施しました。

《指導事項》

護岸工事等において、支給材料とする護岸ブ 支給品発生材の処理に当たっては、工事請

ロック等の引渡しに当たっては、受注者の立会 負契約書に基づき適切な事務処理を行うよう

いの上、その支給材料の検査を行い、引渡し後 関係職員を指導し、適切な事務処理に努めま

に受領書を徴することとされているがこれらの す。

事務処理が行われていないものがあった。 なお、当該物品受領書については、受注者

より提出を受けました。

（４）その他

《指導事項》

畜産施設整備工事において、構内舗装工等の 工事の積算に当たっては、関係法令等を遵

実施に当たり、路盤等に用いる骨材は、現場か 守するよう関係職員を指導し、適切な積算に

ら40ｋｍ以内に再資源化施設があるため、再資 努めます。

源化施設による供給の可否にかかわらずコンク

リート再生骨材を使用することとされている

が、天然骨材を使用することとしているものが

あった。

《指導事項》

道路工事において、すき取り土を再利用する 道路工事においてのすき取り土の仮置きに

ため、現場内に仮置きする場合、隣接する農業 当たっては、建設副産物適正処理マニュアル

の用排水路への流出や飛散による水質汚濁等が に基づき、現場の十分な確認と施工者への指

発生しないようにしなければならないが、適切 導を徹底するように関係職員に周知し、適切

な管理が行われておらず、すき取り土の一時保 な管理に努めます。



管に対する指導が不十分なものがあった。 なお、当該箇所につきましては、用水路の

水質汚濁等が発生しないように適切な管理を

図りました。

《指導事項》

道路改良工事において、建設発生土について 建設発生土の処理に当たっては、関係通達

は、建設管理部内での利用を積極的に行い、建 等に基づき、適切な発生土の流用調整を行う

設管理部内で調整できないものは、国等の機関 よう関係職員を指導し、適切な事務処理に努

で構成する地域建設副産物対策連絡協議会での めます。

利用の調整を図ることとされているが、これを なお、当工事の処分済み以外の残土につい

行わずに処分場に残土処理しているものがあっ ては土砂バンクに登録するなど適切な処理を

た。 行いました。

《指導事項》

農道改良工事において、すき取り土を工事区 農道改良工事において、すき取り土を再利

域外の仮置き場所へ搬出し、前年度工事で仮置 用するに当たっては、建設副産物適正処理マ

きしたものと合わせて法覆基材として利用して ニュアルに基づき施工するよう関係職員を指

いたが、建設副産物適正処理マニュアルに基づ 導し、適切な管理に努めます。

き、町と協議を行った上で、仮置き場所に仮置

き期間や保管目的等を明記した看板を掲示しな

ければならないところ、これらを行っておらず、

すき取り土の管理を適切に行っていないものが

あった。

２ 経済性、効率性及び有効性の視点から是正又

は改善を求めたもの

（１）設計

《指導事項》

農道改良工事において、横断管渠工の設計に 工事の設計に当たっては、現地状況及び経

当たり、流出入口を保護するふとんかごに沿っ 済性を十分考慮するよう関係職員を指導し、

てコンクリート管を伸ばすものとしているが、 適切な設計に努めます。

かごを道路盛土の幅に合わせて配置することに

より、管の長さを短くすることが可能であるこ

とから、設計金額が過大となっているものがあ

った。

《指導事項》

農道改良工事において、横断管渠工の設計に 工事の設計に当たっては、現地状況及び経

当たり、コンクリート管を流出入口の擁壁まで 済性を十分考慮するよう関係職員を指導し、

伸ばすこととしているが、擁壁を道路盛土の幅 適切な設計に努めます。

に合わせて配置する設計により、管の長さを短

くすることが可能であったほか、横断函渠工に

使用するプレキャストアーチカルバートは、現

地の条件に応じた規格の型式を選定しなければ

ならないところ、適用土被りが必要以上に大き

い型式を選定したことから、設計金額が過大と

なっているものがあった。



《指導事項》

道路工事において、仮橋の設計に当たり、迂 工事の設計に当たっては、全体計画を把握

回道路用の仮橋を撤去し、引き続き予定してい した上で効率的・経済的な方法を検討し採用

た関連工事のための工事用仮橋を同じ場所に新 するよう関係職員を指導し、適切な設計に努

たに設置しているが、迂回道路用の仮橋資材を めます。

工事用仮橋で再利用することにより経済的な設

計が可能であったことから、関連工事等と合わ

せて設計金額が過大となっているものがあっ

た。

《指導事項》

海岸高潮対策工事において、消波ブロックと 工事の設計に当たっては、設計条件を十分

大型土のうによる仮締切工の設計に当たり、大 に把握し、より経済的な設計とするための検

型土のう間の止水を目的とする仮設の遮水シー 討を行うよう関係職員を指導し、適切な設計

トに、高強度のシートを採用しているが、設計 に努めます。

基準に定めがないことから、同様な工事におけ

る実績の調査を行うなど、より経済的な設計と

するための検討が不十分なものがあった。

《指導事項》

アンダーパス道路の補修工事において、補修 工事の設計に当たっては、現場状況を十分

したコンクリート壁面に塗装するための下地調 確認し、効率的・経済的な方法を検討し採用

整工法の選定に当たり、付着物等を研磨して除 するよう関係職員を指導し、適切な設計に努

去する研磨工法を選定していたが、補修壁面は めます。

平滑で付着物も少ないことから、安価な水洗い なお、下地調整工法の選定について検討し、

工法の選定も可能であり、より経済的な工法の 設計変更により、高圧洗浄による工法としま

検討が不十分なものがあった。 した。

《検討事項》

農地整備工事において、暗渠排水の設計に当 農地の暗渠排水工事に用いる疎水材の選択

たり、疎水材については、その特性を十分理解 に当たっては、地域の条件等を把握しその特

し、排水効果、施工性、経済性などを総合的に 性を十分理解の上、排水効果や経済性など具

評価し判断の上、選択することとしているが、 体的に評価し選択するように、「疎水材選定

暗渠排水設計指針には総合的評価、判断方法に 調書」を定め各振興局に通知しました。

ついての取り決めがなく、疎水材の選択理由が

不明確な事例が見られることから、疎水材を選

択するための具体的な評価、判断方法について

検討する必要がある。

（２）積算

《指摘事項》

道路改良工事において、橋台の場所打杭の積 工事の積算に当たっては、施工条件を十分

算に当たり、掘削長5ｍから10ｍの歩掛りで積 検討するよう関係職員を指導し、適切な積算

算していたが、現況地盤を掘り下げることによ に努めます。

り杭の掘削長を5ｍ以下にできるにもかかわら なお、積算の誤りについては、設計変更に

ず、掘削長0ｍから5ｍの歩掛りで積算しなかっ より是正しました。

たため、設計金額が254万1,000円過大となって



おり、契約金額が136万5,000円割高となってい

た。

（オホーツク総合振興局（網走建設管理部））

《指導事項》

農業排水路工事において、工事用道路の敷鉄 工事の積算に当たっては、施工条件に十分

板の積算に当たり、工事用車両の走行に必要な 留意した積算となるよう関係職員を指導し、

２列分の面積により積算しなければならない 適切な積算に努めます。

が、３列分の面積で積算したことや、工区内に なお、敷鉄板の列数及び転用を考慮した設

転用可能な区間があるにもかかわらず、転用を 計については、設計変更により是正しました。

考慮しない積算としたことから、設計金額が過

大となっているものがあった。

《指導事項》

森林管理道開設工事において、道路横断工の 工事の積算に当たっては、設計条件を十分

積算に当たり、道路横断管は鉄筋コンクリート 確認し、より経済的な方法を検討し採用する

管を用いた積算としているが、鉄筋コンクリー よう関係職員を指導し、適切な積算に努めま

ト高圧管を用いることで経済的な設計が可能と す。

なることから、設計金額が過大となっているも

のがあった。

（３）施工

《指摘事項》

営農用水工事において、配水管を敷設するに 工事の施工に当たっては、関係基準等に基

当たり、道路を開削している間は道路交通等へ づき安全確保のための対策等を十分に行うよ

の安全対策として上載荷重影響線内に車両を通 う関係職員を指導し、適切な安全対策に努め

行させてはならないが、埋め戻しを終えていな ます。

い区間で掘削溝が自動車荷重により崩落する危 なお、当該区間については、直ちに安全確

険があり、道路交通等への安全対策が不適切で 保のための安全対策を講じました。

あった。

（オホーツク総合振興局）

《指摘事項》

河川改修工事において、土砂掘削に当たり、 工事の施工に当たっては、現場状況を的確

掘削斜面の一部に崩壊が発生していたが、この に把握するとともに、関係法令等を遵守して、

ような場合は工事を中止し、災害防止のための 災害防止のための措置を講ずるよう受注者を

措置をとらなければならないが、これを行って 指導し、適切な安全対策に努めます。

いないことから、掘削斜面の崩壊が拡大する危 なお、当該箇所については、一部崩落斜面

険があり、作業員に対する安全対策が不適切で の切り直しと、シートによる法面保護を施工

あった。 し、安全措置を図りました。

（上川総合振興局）

《指摘事項》

農道改良工事において、既設の転落防止柵を 農道改良工事に係る安全管理対策に当たっ

取り替える工程に当たり、撤去から再設置まで ては、現地状況を十分確認して、関係基準が

の期間は、保安施設等により歩行者等の路外へ 確保されるよう関係職員を指導し、適切な安

の転落を防止しなければならないが、これを行 全管理に努めます。

わず簡易なロープのみを設置していたほか、歩 なお、当該現場は、直ちに受注者に対し安



行者等の仮設通路への誘導に当たり、交通誘導 全対策を講ずるよう指導し、安全管理を改善

員の配置や保安施設等の対策を行わないまま、 しました。

通路の途中から車道へ降りて通行しなければな

らない状態としており、供用中の道路に対する

交通安全管理が不適切であった。

（日高振興局）

《指導事項》

歩道橋工事において、現場内への立入り防止 工事の施工に当たっては、現地状況を踏ま

対策に当たり、特記仕様書に基づき、近隣に幼 え、安全管理について十分確認するよう関係

稚園及び小学校があるため、児童が工事区域内 職員を指導し、適切な施工に努めます。

へ侵入しないようバリケードを設置しなければ なお、当該箇所については、直ちにロープ

ならないが、これを行わずロープによる囲いと による囲いから単管バリケードへ設置替えを

しており、設置位置、材料が適切でなく、立入 行い、設計図書に基づいた適切な改善措置を

り防止措置としては不十分なものがあった。 講じました。

《指導事項》

道路改良工事において、擁壁の施工に当たり、 工事の施工に当たっては、現場条件を十分

河川の河床から作業面の高さが２ｍ以上の作業 に把握した施工となるよう関係職員を指導

場で、作業床を設けずに作業を行う場合には、 し、適切な安全管理に努めます。

労働者が河川へ墜落する危険を防止するため、 また、現場監督についても、安全対策を徹

労働者に安全帯を使用させる等の措置を講じな 底するよう受注者の指導に努めます。

ければならないが、これを行っておらず労働者 なお、当該擁壁の施工については、安全帯

への安全管理が不十分となっているものがあっ を使用し、作業を終了しました。

た。

《指導事項》

河川改修工事において、橋梁下部工の施工に 工事の施工に当たっては、現場状況を的確

当たり、足場には、資材の落下を防止するため に把握するとともに、関係法令等を遵守する

の幅木を設置しなければならないが、一部に設 よう関係職員を指導し、適切な安全管理に努

置しておらず、また、作業員の墜落を防止する めます。

ため架設通路の手すりは85ｃｍ以上とすべきと なお、幅木と手すりについては、現場を改

ころ、高さが不足しているため、労働者への安 善し、安全管理に必要な措置を図りました。

全管理が不十分となっているものがあった。

《指導事項》

河川災害復旧工事において、仮締切り工の設 河川工事の施工に当たっては、被災してい

置に当たり、仮締切り工を必要以上の規模で施 る河岸に対する安全に配慮した仮設計画とな

工したため、出水時に被災箇所が拡大する危険 るよう関係職員を指導し、適切な施工に努め

があり、被災している河岸に対する安全への配 ます。

慮が不十分となっているものがあった。 なお、当該箇所については、「仮締切り工」

のため既に撤去を行いました。


